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課題研究会名：FHIR 研究会 

 

設置期間：第 1 期：2019 年 7 月～2023 年 3 月，第 2 期：2023 年 4 月～2026 年 3 月 

 

代表幹事の氏名・所属：中山 雅晴・東北大学大学院医学系研究科 

 

幹事の氏名（五十音順）・所属： 

岡田 美保子・一般社団法人医療データ活用基盤整備機構  

上中 進太郎・株式会社セールスフォース・ジャパン 

木村 映善・愛媛大学大学院医学系研究科 

塩川 康成・キヤノンメディカルシステムズ株式会社  

武田 理宏・大阪大学大学院医学系研究科 

田中 良一・岩手医科大学歯学部 

土井 俊祐・千葉大学医学部附属病院 

鳥飼 幸太・群馬大学医学部附属病院 

美代 賢吾・国際医療研究センター  

 

活動成果の概要： 

 Fast Healthcare Interoperability Resources (FHIR ® )️が日本においても医療情報データ交

換の標準規約として確立されるなか、FHIR 研究会では会員それぞれが HL7 FHIR® 日本実

装検討 WG への参加および協力、シンポジウムやセミナーの開催・後援、学術的実務的課

題探究、各施設における FHIR 実装、論文や口演などの研究発表などを行い、FHIR 普及へ

の貢献および課題解決に尽力した。個々の活動詳細は末尾に列挙するが、概要ではシンポジ

ウムと後援について記載する。 

 まず、研究会主体として、第 43 回医療情報学連合大会・第 24 回医療情報学会学術大会

においてシンポジウムを行った (2023 年 11 月 24 日)。タイトルは「FHIR に準拠したシス

テムの社会実装における利点と課題」であり、座長を土井、上中両幹事が務めた。背景とし

て、データヘルス改革のもと FHIR の普及に向けた動きが本格化し、実装に関わる検討は喫

緊の課題となっている。例えば、独自に FHIR 形式にマッピングしていたデータを改めて

JPCore v1 に準拠した形で整備し直すことや、これから優先して開発すべきプロファイルの

明確化、複数のシステム及びアプリケーション間における FHIR 連携の経験の蓄積、既存の

システムとの相互運用性の担保、全国の医療機関の連携にむけたスケーラビリティへの配

慮、検索条件やスピードの向上など、様々なシチュエーションにおける検証が必要と考えら
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れる。本シンポジウムでは、これまで活動してきた FHIR 研究会員からの報告の他、電子カ

ルテベンダーにおける取り組みも共有し、実装にむけた現状の把握と課題の確認を行った。

また、今後実装が期待される領域として、透析医療情報の標準化を挙げ、透析医療の専門家

に加わって頂き、透析関連情報の活用等様々な観点から議論を深めた。具体的な登壇者とタ

イトルは以下の通り。①木村雅彦様（日本アイ・ビー・エム）IBM における HL7 FHIR に

関する取り組み状況について、②矢原潤一様（日本電気株式会社）NEC における HL7FHIR

規格の活用状況について、③小山内尚様（富士通株式会社）富士通「Healthy Living Platform」

を活用した HL7 FHIR の取り組み状況について、④木村映善幹事（愛媛大学）OHDSI への

参加の為の FHIR Facade Server の活用の取り組み、⑤鳥飼幸太幹事（群馬大学医学部附属

病院）FHIR に準拠したシステムの社会実装における利点と課題、⑥山川智之様（日本透析

医会）透析医療における医療情報標準化の課題と展望、⑦宮崎真理子様（東北大学）透析情

報の標準規格開発並びに透析診療施設間の連携を支援する標準化、⑧宮川博光様（大阪急性

期・総合医療センター）サイバー攻撃による電子カルテシステム停止下での透析室運営の経

験。 

さらに、第９回岩手医療情報研究会の後援を行った (2023 年 12 月 9 日)。テーマは「医療

情報標準化 HL7-FHIR って何? 」であり、当研究会からは土井幹事が「HL7-FHIR 基本の

「キ」」と題した教育講演を、田中幹事座長のもと、美代幹事による「医療界隈の情報化を

俯瞰する～何を目指して、何が始まろうとしているのか～」と題した特別講演をそれぞれ行

い、盛会となった。 
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